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安全対策管理委員会　　第2回　定例会議　平成　１７年　5月25日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　１６：００～１６：４５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　2階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録　澤向　律子

	藤原

（香）
	沢田
	澤向
	中村（佐）
	木村

（文）
	森崎

	　○
	公休
	〇
	公休
	〇
	○

	佐藤

（尚）
	四戸
	大谷地
	田ノ上
	
	

	〇
	理事会準備
	〇
	準夜
	
	


· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事のないようにしましょう。

＜連絡事項＞

· 事故報告書の書式・報告ルートが６月1日から変更になります。

· 残っている旧用紙は、手書きで修正し使用して下さい。

· 新しい書式は、Ｈ17年度　安全対策管理委員会のフォルダに入っています。メールで、各部署には報告済んでいます。

· 小坂先生の勉強会は５月まで女性職員対象です。出席してない職員は5月27・31日に出席して下さい。声かけお願いします。時間は13：30から13：00に変更になります。6月からは、男性看護スタッフ、他部門（診療課・事務）対象です。予定表は、後日掲示します。

· 次回、委員会開催日は6月22日です。

＜委員会担当について＞

◎事故報告掲示担当

	
	担当
	
	担当

	4月
	沢　田
	10月
	木　村

	5月
	澤　向
	11月
	森　崎

	6月
	四　戸
	12月
	佐　藤

	7月
	大谷地
	1月
	中　村

	8月
	田ノ上
	2月
	大谷地

	9月
	佐　藤
	3月
	田ノ上


· 4・5月は、6月15日までに委員長に確認をとり、掲示して下さい。

前記以外は、翌月の15日までにお願いします。

◎アンケート準備、集計担当

（7月）　四戸、佐藤　　　　　　　　　　　（1月）　田ノ上、森崎

　　◎事故報告分析担当

○沢田　、木村、大谷地、中村

　・過去2年間（Ｈ15・16年）のデーターを、次回開催までに、どこまで行なったか、

　　報告して下さい。

・（目的） 多い事故は何か、その事故がどのような原因が多いか、分類する。

　　　　　事故を繰り返さない。こういう時どうすると良いのか、こういう事故があるということを、他スタッフに認識して頂く。

＜事故報告書について＞

· 事故報告の提出遅れがあるため、随時、すぐ提出するように連絡して下さい。

· 提出されているか、各部署で、確認して下さい。

· 事故報告書・Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析を一緒に提出して下さい。提出期限は、当日または、遅くても翌日とします。

· 提出されたかが不明のため、提出日が明確になるように、管理表を作成してみてはどうか？（内容・項目）事故発生日、内容、報告日、Ｍ-ＳＨＥＬＬ提出日、再提出日など。大谷地さんに、作成依頼します。次回委員会で、検討します。

＜手順・書式について＞

· 今後、検討し作製していく予定です。

· 委員メンバーが理解を深めるため、各病棟にある事故報告書を元に、各自、Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析を記載してみることにします。期限は6月15日です。事故報告書がない場合は、北病棟委員長までお願いします。次回委員会で検討します。

＜勉強会＞

· 江刺家課長より、医療事故・Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析表について講義受ける。

＜発言録＞

	発言者
	発言内容

	藤　原

	事故報告書分析についてですが、どのようにしていきましょうか。過去2年間の

データーをもってきて、どのような事故が多いか調べてみてはどうでしょうか。

	江刺家課長
	分類を分けたらどうか。例えば、薬・転倒・その他で分類し、その中でさらに、時間帯、原因など詳しく分け、データーを数字で打ち出してみたらどうか。

それを、スタッフ皆が認識した方がよい。いつも、同じ事故が発生し、こういう場合はどうしたら良いのか、どういう状況で事故が発生しているのか分析し、同じ事故をなくしていかなければならない。果たして、事故報告書もでているのか、

Ｍ-ＳＨＥＬＬでているのか、はっきりしていない。提出期限もまちまちである。

提出されているか明確にするため、管理表を作成した方がいいのではないか。

	藤原
	では、まず、事故分析については、多い事故は何か、その事故はどのような原因が多いのか分類し、それぞれ分析していくことにしましょう。次に、事故報告書とＭ-ＳＨＥＬＬの提出期限ですが、どうしましょうか。遅くても5日間ですかね。　　　　　　

	大谷地
	本来は、事故が発生した日に書いて提出したほうがいいのではないか。それが、できない原因はなんなのか。

	江刺家課長
	本来は、当日提出が望ましい。それを、出来なくしているのは、自分達であって、

忙しいからと言ってそれを理由にしてはいけない。Ｍ-ＳＨＥＬＬも完璧にして、提出しなくていい。報告書は、発見者が記載する。それが、人事考課の評価にはならない。


	藤原
	書ける部分を記載して、提出する。期限は、当日、遅くても翌日までにしましょう。

	木村
	両方とも期日は、当日、遅くても翌日ということですか。

	藤原
	事故報告書もＭ-ＳＨＥＬＬも、当日、遅くても翌日とします。管理表についてはどうしましょうか。

	江刺家課　長
	Ｍ-ＳＨＥＬＬについては、赤字の添削の添えて、再提出してほしい。事故発生日、内容、報告日、提出日、再提出1回目、2回目など項目をつくってみてはどうか。

	藤原
	管理表については、大谷地さんにお願いします。書式については次回、検討しましょう。

	江刺家課長
	Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析ですが、現在分析が出来るスタッフが多いとはいえない状況です。まずは委員の皆さんがしっかり分析出来る様になり、他のスタッフへ指導出来る様になりましょう。そのためには、実際に書いてみましょう。

	藤原
	Ｍ-ＳＨＥＬＬ分析について、各病棟にある事故報告書をもとに書いてみましょう。手元にない場合は、私まで声かけて下さい。期限は6月15日です。

	江刺家課長
	Ｍ-ＳＨＥＬＬスタッフみんなに、書き方を理解してもらうために、書式・手順をマニュアル作成してみてはどうか。直しの為赤が入ったものも、訂正した物と一緒に提出しデーターとして残していく。どういうところが指摘されているか、スタッフがどういうところを間違っているかなど、分析してみてはどうか。今までのデーターをどう活用するかが今後の課題です。事故報告書も普段、発生しているベスト5を実際とりあげて、作成してみてはどうか。

	藤原
	今後の課題として、取り組んでいきます。


